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８ 首都圏三環状道路の整備促進と一体的で利用しやすい料金 

体系の構築について 

 

持続可能で活力ある国土・地域の形成のためには、国民の安全・

安心を守り、地域経済の活性化や地域連携、国際競争力の強化など

に資する高速道路ネットワークの機能強化は喫緊の課題である。 

特に首都圏では、首都圏中央連絡自動車道や東京外かく環状道路

などの環状道路の整備が遅れており、都心部への自動車交通の集中

による深刻な交通渋滞や災害時における代替性・多重性の欠如など

を招いている。 

首都圏三環状道路は、これらの問題を解決することが期待される

とともに、首都圏の広域的な連携を図る上でも重要な道路である。 

とりわけ、首都圏中央連絡自動車道は、首都圏から放射状に延び

る高速道路とネットワークを形成し、東日本と西日本を結ぶ大動脈

であるとともに、東京湾アクアラインと一体となって、成田空港と

羽田空港をはじめ、陸・海・空の拠点を結ぶ首都圏における基幹ネ

ットワークであるが、大栄・横芝間については、他の区間と比べ事

業の進捗が極めて遅れている状況にあり、早期の全線開通に向けた

取組みが急務である。 

一方、高速道路は、運営主体・料金体系が異なる複雑でわかりに

くい料金や環状道路を利用することによる割高感などにより、ネッ

トワークとしての機能を十分に発揮できていない状況にある。 

国では、今秋から社会資本整備審議会道路分科会の国土幹線道路

部会において、料金施策の検討に着手するところであり、東京湾ア

クアラインを含む首都圏の高速道路について、ネットワークとして

の機能を十分に発揮できるよう一体的で利用しやすい料金体系を構

築することが必要である。 

ついては、このような状況を踏まえ、次の事項を要望する。 
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１ 首都圏三環状道路である首都圏中央連絡自動車道、東京外かく

環状道路、首都高速中央環状線の早期完成を図るとともに、これ

らに必要となる財源を確保すること。 

 

２ 首都圏中央連絡自動車道で開通目標が明確でない区間について、

早期完成に向け、より一層の整備を推進すること。  

特に、大栄・横芝間について、来年度から全線にわたり本格的

な事業の展開を図り、ミッシングリンクとならぬよう早期開通を

図ること。 

 

３ 首都圏の高速道路について、より外側の環状道路へ交通誘導を

行うとともに、同一発着同一料金を基本とし、複数の料金体系に

よる割高感の解消や、長距離利用者や大型車の利用促進等にも対

応した一体的で利用しやすい料金体系を実現すること。 

 とりわけ、東京湾アクアラインについては、首都圏における交

流・連携の強化、地域経済の活性化や都心部の迂回機能を強化さ

せるため、現在進められている料金引下げ社会実験の検証結果な

どを十分踏まえ、地方負担を伴わないよう、国策として恒久的な

通行料金の引下げを実施すること。 

 

 

 


